
1

JA阿
波
町
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
資
料

令
和
２
年
吉
野
川
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

栽
培
管
理

（
１
）
堆
肥
、
土
壌
改
良
資
材
の
投
入

・
堆
肥
は
毎
年
投
入
（
牛
糞
堆
肥
な
ら
２
～

3t/10a）
・
石
灰
資
材
で
矯
正
し
て
ｐ
Ｈ
を
高
め
に
維
持

・
未
熟
堆
肥
や
生
糞
を
投
入
す
る
場
合
は
、
早
く
（
定
植

2か
月

前
ま
で
か
つ

8月
末
ま
で
に
）
す
き
込
み
、
そ
の
後
も
数
回
耕

耘
し
て
空
気
を
入
れ
て
腐
熟
を
促
進
す
る

・
鶏
糞
堆
肥
を
利
用
す
る
場
合
は

500kg／
10aま

で
窒
素
分
を

3%
程
度
含
む
の
で
、
そ
の
分
の
窒
素
分

1%
を
元

肥
か
ら
減
肥
す
る

（
２
）
元
肥

・
品
種
、
作
型
、
土
質
、
地
力
に
よ
り
量
を
加
減

（
標
準
量
︓
窒
素

16~
19kg/10a)

◎
施
用
事
例

と
く
し
ま
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
配
合

100~
120kg/10a

FTE
4~

6kg/10a
BM

リ
ン
ス
タ
ー

40~
60kg/10a

（
３
）
品
種
・
作
型
の
選
定

・
収
穫
作
業
の
労
力
に
応
じ
た
適
正
な
栽
培
面
積

・
適
切
な
定
植
時
期

ボ
ト
ニ
ン
グ
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
の
リ
ス
ク

・
早
晩
性
、
低
温
肥
大
性

・
収
量
、
品
質
の
問
題

ア
ン
ト
シ
ア
ン
の
発
生
、
死
花
の
発
生
、

花
蕾
の
形
状

・
病
害
抵
抗
性
を
考
慮

（
根
こ
ぶ
病
、
べ
と
病
等
）

（
４
）
育
苗
の
ポ
イ
ン
ト

・
発
芽
を
揃
え
、
均
一
な
苗
に
仕
上
げ
る

・
徒
長
を
防
ぐ

過
剰
か
ん
水
は
生
育
悪
化
に

・
か
ん
水
の
タ
イ
ミ
ン
グ

・
施
設
に
防
虫
ネ
ッ
ト
、
育
苗
期
の
薬
剤
防
除

・
苗
の
順
化

（
５
）
定
植
・
そ
の
後
の
管
理

・
植
栽
密
度
︓
畝
間

130～
135cm

、
株
間

28～
31ｃ

ｍ
、

２
条
植
（
条
間

45cm
）

４
，
５
０
０
～
５
，
０
０
０
株
／
１
０
ａ

・
定
植
３
～
５
日
前
に
、
プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
５
、

ジ
ュ
リ
ボ
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
ベ
リ
マ
ー
ク
Ｓ
Ｃ
等
を

セ
ル
苗
に
灌
注

・
定
植
前
に
ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
又
は
、

オ
ラ
ク
ル
顆
粒
水
和
剤
を
セ
ル
苗
に
灌
注
し
、

根
こ
ぶ
病
の
予
防
を
す
る

・
老
化
苗
を
定
植
し
な
い
よ
う
適
期
定
植
を
心
が
け
る

・
定
植
後
は
、
株
元
を
中
心
に
灌
水
し
活
着
を
促
進

根
傷
み
、
根
腐
れ

ベ
と
病

気
温
が
上
昇
す
る
前

ま
で
に
か
ん
水

雨
天
時
、
曇
天
時
は

培
土
の
湿
り
具
合
を

み
て
か
ん
水

み
て
か
ん
水

気
温
が
上
昇
す
る
前

晴
天
時
、
夏
の
暑
い

時
期
で
あ
れ
ば
、
様

子
を
見
て
適
宜
か
ん

水
を
行
う

夕
方
、
表
面
が
乾
く

の
が
良
い

乾
い
て
苗
が
萎
れ
て

い
る
場
合
、
葉
水
の

み
を
与
え
る

夕
方
、
表
面
が
乾
く

の
薬
剤
防
除

い
る
場
合
、
葉
水
の

ネ
ッ
ト
、
育
苗
期

培
土
の
湿
り
具
合
を

老
化
苗
を
定
植
す
る
と
根
張
り
が
悪
く
生
育
遅
延
に
繋
が
る



（
６
）
追
肥

・
即
効
性
の
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｋ
化
成
、
硫
安
、
尿
素
等
）
で
１

回
に
つ
き
窒
素
成
分
で

３
～

5kg/10aを
目
安
に
３
～
４
回

施
用
す
る

・
出
蕾
以
降
の
遅
い
時
期
に
追
肥
は

異
常
花
蕾
の
原
因
に
な
る
の
で
控
え
る

・
薬
害
を
防
ぐ
た
め
茎
葉
に
付
か
な
い
よ
う
に
地
面
に
散
布

・
追
肥
後
は
除
草
を
兼
ね
て
中
耕
、
土
寄
せ
を
す
る

・
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ

◎
施
用
事
例
１
（
夏
植
秋
ど
り
、
早
春
植
初
夏
ど
り
の
場
合
）

１
回
目
︓
定
植

2～
3週

間
後

窒
素
成
分
主
体

硫
安

20kg／
10a

畦
中
央

２
回
目
︓
定
植

30～
40日

後
（
着
蕾
期
）

Ｎ
Ｋ
化
成

20kg／
10a

畦
両
側
や
畦
間
等

◎
施
用
事
例
２
（
秋
植
え
冬
ど
り
、
秋
植
早
春
ど
り
の
場
合
）

１
回
目
︓
定
植

2～
3週

間
後

窒
素
成
分
主
体

硫
安

20kg／
10a 

畦
中
央

２
回
目
︓
定
植

50～
60日

後
Ｎ
Ｋ
化
成

20kg ／
10a

畦
両
側
や
畦
間
等

３
回
目
︓
定
植

80～
90日

後
Ｎ
Ｋ
化
成

20kg ／
10a

畦
両
側
や
畦
間
等

４
回
目
︓
着
蕾
期

Ｎ
Ｋ
化
成

20kg ／
10a

畦
間

株
元
に
し
っ
か
り
土
を
寄
せ
倒
伏
を
防
ぐ

株
元
に
し
っ
か
り
土
を
寄
せ
倒
伏
を
防
ぐ

株
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
中
耕
は
根
を

傷
め
て
し
ま
い
逆
効
果
に
な
る
の
で
注
意

株
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
の
中
耕
は
根
を

傷
め
て
し
ま
い
逆
効
果
に
な
る
の
で
注
意

２
台
風
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨

（
１
）
圃
場
の
準
備

・
水
が
溜
ま
り
や
す
い
場
所
を
把
握
す
る

・
高
畝
栽
培

・
明
渠
又
は
排
水
溝
を
掘
る

・
サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
な
ど
で
心
土
破
砕
す
る

（
２
）
排
水
後
の
対
応

・
排
水
後
、
肥
料
は
間
違
い
な
く
流
亡
す
る

速
や
か
な
追
肥
を
（
亜
リ
ン
酸
分
も
入
っ
た
肥
料
で
根
も
回

復
さ
せ
る
）
、
畝
間
を
ふ
さ
ぐ
く
ら
い
株
が
大
き
い
な
ら
葉

面
散
布
も
併
せ
て
実
施

・
土
寄
せ
前
、
も
し
く
は
中
耕
に
入
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
軽

く
中
耕
し
、
根
に
酸
素
の
供
給
を
す
る

（
３
）
活
着
不
良
・
生
育
不
良
時
の
対
応

・
生
育
を
注
視
し
追
肥
す
る

（
外
葉
が
小
さ
い
・
下
葉
が
黄
化
し
て
い
る
・
根
が
弱
い
）

粒
状
肥
料
は
効
果
が
出
る
ま
で
に

半
月
程
度
（
温
暖
時
）
必
要

す
ぐ
に
効
か
せ
た
い
と
き
は
、

液
状
肥
料
を
併
用
す
る

・
根
が
や
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、

速
や
か
に
亜
リ
ン
酸
が
含
ま
れ
た
資
材
で
根
を
回
復
さ
せ
る

根
張
り
が
不
十
分
だ
と
生
育
遅
延
だ
け
で
は
な
く

生
理
障
害
、
病
害
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る

初
期
の
根
張
り
を
確
保
し

生
育
を
安
定
さ
せ
る

初
期
の
根
張
り
を
確
保
し



３
黒
す
す
病

（
１
）
特
徴

・
発
病
適
温
︓

20～
25℃

付
近

菌
糸
生
育
温
度
︓
５
～

35℃
・
降
雨
と
強
風
に
よ
り
発
生
が
助
長

・
病
原
菌
は
被
害
植
物
上
で
生
存
，
胞
子
に
よ
り
伝
染
す
る

（
２
）
登
録
の
あ
る
農
薬

・
定
植
約

30日
後
処
理
＋
出
蕾
期
の
処
理
が
必
要

農
薬
が
葉
裏
と
花
蕾
発
生
部
分
に
か
か
る
よ
う
散
布

※
使
用
前
に
は
登
録
状
況
を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い

・
黒
す
す
病
に
類
似
す
る
花
蕾
腐
敗
病
は
細
菌
が
原
因
の
た
め
、

Zボ
ル
ド
ー
や
ベ
ジ
キ
ー
パ
ー
等
に
に
よ
る
予
防
が
必
要

黒
色
の
小
斑
点
を
生
じ
，
拡
大
・
結
合
し
て
黒
褐
色

の
斑
点
、
周
辺
は
黄
変

黒
色
の
小
斑
点
を
生
じ
，
拡
大

黒
色
の
小
斑
点
を
生
じ
，
拡
大
し
て
黒
褐
色
に
腐
敗

病
斑
部
に
は
黒
色
の
か
び
が
密
生

黒
色
の
小
斑
点
を
生
じ
，
拡
大

病
斑
部

病
原
菌
が

黒
い
す
す
状
に
見
え
る

2020.5.13適
用
拡
大

2020.6.22現
在

0

農
薬
名

使
用
時
期

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ

希
釈
倍
数

使
用
回
数

そ
の
他
登
録

ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル

収
穫
前
日
ま
で

7(SDHI)
2,000倍

3回
以
内

菌
核
病

ア
ミ
ス
タ
ー
２
０
フ
ロ
ア
ブ
ル

収
穫
３
日
前
ま
で

11(Q
oI)

2,000倍
3回

以
内

べ
と
病

シ
グ
ナ
ム

W
DG

収
穫
７
日
前
ま
で

7、
11(SDHI

、
Q

oI)
1,500倍

2回
以
内

べ
と
病
、
菌
核
病

パ
レ
ー
ド
２
０
フ
ロ
ア
ブ
ル

収
穫
前
日
ま
で

7(SDHI)
2,000倍

3回
以
内

菌
核
病

メ
ジ
ャ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル

収
穫
前
日
ま
で

11(Q
oI)

2,000倍
3回

以
内

べ
と
病
、
菌
核
病

４
根
こ
ぶ
病

（
１
）
特
徴

・
発
病
適
温
︓

18～
25℃

付
近

・
根
に
こ
ぶ
が
着
生
（
生
育
停
滞
、
凋
れ
）

・
ア
ブ
ラ
ナ
科
連
作
に
よ
り
発
生
が
助
長

・
ロ
ー
タ
リ
に
付
着
、
移
動
し
伝
染
す
る

・
酸
性
土
壌
を
好
む

（
２
）
対
策

・
排
水
性

排
水
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
過
去
に
根
こ
ぶ
病
が
発
病
し
た
圃

場
で
は
感
染
を
助
長
す
る
た
め
畝
間
潅
水
は
控
え
る

・
作
型

低
温
時
で
は
増
殖
が
緩
慢
で

10月
中
旬
以
降
定
植
か
つ

4月
収

穫
で
き
る
作
型
は
発
病
し
に
く
い

・
高

pH（
7以

上
）

石
灰
資
材
、
転
炉
さ
い
を
施
用
し

pHを
上
昇
さ
せ
る

・
輪
作

レ
タ
ス
類
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ネ
ギ
、
緑
肥
等
と
輪
作
す
る

こ
と
に
よ
り
菌
密
度
を
低
下
さ
せ
る

・
耐
病
性
品
種
、
農
薬
の
活
用

（
菌
密
度
が
高
い
圃
場
の
防
除
例
）

発
病
状
況
や
発
生
要
因
を
把
握
し
適
切
な
資
材
、
品
種
を
組

み
合
わ
せ
て
対
策
す
る

根
こ
ぶ
病
の
株

正
常
株

こ
ぶ
に
よ
っ
て
根
の
維
管
束
が
圧
迫
さ
れ
、
水
や
栄

養
分
が
吸
収
さ
れ
ず
、
枯
死
に
い
た
る

養
分
が
吸
収
さ
れ
ず
、
枯
死
に
い
た
る

オ
ラ
ク
ル
粉
剤
を
土
壌
混
和

定
植
前
の
セ
ル
苗
に
オ
ラ
ク
ル
顆
粒
水
和
剤
の
灌
注

耐
病
性
品
種
の
使
用

グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ノ
ン
、
緑
竜
等

+
+



品
種
名

播
種
期

定
植
期

頂
花
蕾
収
穫
期

品
種
特
性

根
こ
ぶ
病

耐
病
性

ア
ン
ト
シ
ア
ン

レ
ス

8
月
末
ま
で

（
播
種
時
期
厳
守
）

7
月
下
旬

8
月
下
旬

1
1
月
上
旬

～
8
月
上
旬

～
9
月
上
旬

～
1
2
月
中
旬

7
月
下
旬

8
月
下
旬

1
1
月
下
旬

～
8
月
上
旬

～
9
月
上
旬

～
1
2
月
下
旬

7
月
下
旬

8
月
下
旬

1
0
月
下
旬

～
8
月
上
旬

～
9
月
上
旬

～
1
1
月
下
旬

8
月
中
旬

9
月
上
旬

1
2
月
上
旬

～
8
月
下
旬

～
9
月
下
旬

～
1
月
下
旬

8
月
中
旬

9
月
中
旬

1
2
月
上
旬

～
8
月
下
旬

～
9
月
下
旬

～
1
月
下
旬

8
月
中
旬

9
月
中
旬

1
2
月
下
旬

～
8
月
下
旬

～
9
月
下
旬

～
2
月
上
旬

8
月
中
旬

9
月
中
旬

1
2
月
下
旬

～
8
月
下
旬

～
9
月
下
旬

～
2
月
下
旬

9
月
上
旬

9
月
下
旬

2
月
中
旬

～
9
月
中
旬

～
1
0
月
上
旬

～
3
月
下
旬

9
月
上
旬

9
月
下
旬

1
月
中
旬

～
9
月
中
旬

～
1
0
月
上
旬

～
2
月
下
旬

2
月
中
旬

～
3
月
下
旬

2
月
中
旬

～
3
月
上
旬

1
月
上
旬

4
月
上
旬

～
1
月
中
旬

～
4
月
下
旬

1
2
月
上
旬

1
月
中
旬

4
月
中
旬

～
1
2
中
旬

～
2
月
上
旬

～
5
月
上
旬

1
月
上
旬

4
月
上
旬

～
1
月
中
旬

～
4
月
下
旬

1
2
月
上
旬

1
月
中
旬

4
月
中
旬

～
1
2
月
中
旬

～
2
月
上
旬

～
5
月
上
旬

2
月
中
旬

4
月
下
旬

～
2
月
下
旬

～
5
月
中
旬

2
月
中
旬

4
月
下
旬

～
2
月
下
旬

～
5
月
中
旬

サ
マ
ー
ド
ー
ム

2
月
上
旬

3
月
上
旬

5
月
中
旬
～

耐
暑
性
に
優
れ
る
・
病
害
虫
の
発
生
、
花
蕾
腐
敗
に
注
意

ブ
ロ
ッ
ケ
ン
H
P

2
月
上
旬

3
月
上
旬

5
月
中
旬
～

耐
暑
性
に
優
れ
る
・
病
害
虫
の
発
生
、
花
蕾
腐
敗
に
注
意

1
月
上
旬

1
月
上
旬

Ｊ
Ａ
阿
波
町
　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
採
用
品
種
の
作
型
と
特
性
に
つ
い
て
　
　

〇

9
月
上
旬
～

1
0
月
中
旬

9
月
中
旬

1
0
月
中
旬

1
1
月
下
旬

1
1
月
下
旬

〇 〇〇

お
は
よ
う
（
被
覆
資
材
）

老
化
苗
・
大
苗
は
ボ
ト
ニ
ン
グ
し
や
す
い
(凍
害
注
意
)

恵
麟
（
ト
ン
ネ
ル
）

お
は
よ
う
よ
り
収
穫
が
早
い
、
肥
切
れ
に
注
意

ク
リ
ア

草
丈
が
低
い
、
厳
寒
期
の
肥
料
切
れ
に
注
意

1
0
月
上
旬
ま
で
に
定
植
を
厳
守

S
K
５
-
１
１
４

お
は
よ
う
（
ト
ン
ネ
ル
）

〇

お
は
よ
う

厳
寒
期
の
保
温
に
つ
と
め
る
・
低
温
で
芯
止
ま
り
し
や
す
い

S
K
９
-
０
９
９

生
育
初
期
の
低
温
で
は
短
茎
に
な
り
や
す
い
の
で
極
端
な
早
ま
き
は

さ
け
る

お
は
よ
う
よ
り
収
穫
が
早
い
、
肥
切
れ
に
注
意

恵
麟
（
被
覆
資
材
）

〇〇

老
化
苗
・
大
苗
は
ボ
ト
ニ
ン
グ
し
や
す
い
(凍
害
注
意
)

深
碧
（
B
L
-
6
5
0
）

高
温
時
の
多
肥
栽
培
で
蕾
粒
が
不
揃
い
に
な
る
な
ど
、
異
常
花
蕾
と

な
る
場
合
が
あ
る

厳
寒
期
の
肥
切
れ
に
注
意

と
も
え

は
つ
み
ら
い

1
0
月
上
旬
ま
で
に
定
植
を
厳
守

全
緑
１
７
３

初
期
成
育
を
し
っ
か
り
さ
せ
草
勢
を
作
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
基
肥
を

効
か
せ
る
肥
料
設
計
を
心
掛
け
る

ア
ー
サ
ー

湿
害
注
意

り
ん
な

早
ま
き
は
花
蕾
の
厚
み
が
不
足
す
る
た
め
、
播
種
期
を
守
る

緑
竜
（
B
L
-
6
4
9
）

極
端
な
早
ま
き
や
多
肥
栽
培
を
避
け
、
適
期
栽
培
を
心
が
け
る

ブ
ロ
ッ
ケ
ン
H
P

花
蕾
肥
大
期
の
肥
切
れ
に
は
注
意

S
K
９
-
０
９
９

7
月
2
5
日
～

1
0
月
下
旬

高
温
期
の
過
乾
燥
に
よ
る
死
花
に
注
意

お
は
よ
う

低
温
伸
長
性
に
優
れ
る
中
早
生
品
種
・
べ
と
病
注
意

〇

〇


